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市
長　
最
大
限
努
力
し
た
い
。

議
員　
今
後
の
自
治
体
運
営
に

お
け
る
二
元
代
表
制
を
踏
ま
え

た
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、方
向
性
を
伺
う
。

市
長　
多
層
的
・
多
元
的
で
開

か
れ
た
市
民
参
加
を
模
索
し
、

広
げ
深
め
て
い
き
た
い
。

駐
車
場
の
確
保
が
必
要
だ
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
①

市
内
の
通
訳
者
31
人
の
う
ち
の

全
員
が
活
動
す
る
状
態
に
な
く

難
し
い
②
確
保
に
努
め
た
い
。

議
員　
投
票
率
向
上
や
投
票
機

会
の
平
等
の
た
め
に
も
期
日
前

投
票
所
を
拡
充
し
て
ほ
し
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
職

員
配
置
等
を
考
慮
し
、
厳
格
・

適
正
な
運
営
の
観
点
か
ら
も
現

行
の
２
カ
所
で
実
施
し
た
い
。

議
員　
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票
制
度
の
要
件
に
該
当
せ
ず

投
票
所
へ
の
移
動
が
困
難
な
方

へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
対

象
者
拡
大
を
要
望
し
て
い
る
。

安
心
・
市
民
協
働
パ
ト
ロ
ー
ル

の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
転
落

し
悲
惨
な
死
亡
事
故
に
至
る
ケ

ー
ス
が
相
次
い
で
い
る
。
特
に

視
覚
障
が
い
者
な
ど
が
転
落
す

る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
鉄
道
事
業

者
に
よ
る
「
可
動
式
ホ
ー
ム
さ

く
」
の
設
置
が
検
討
さ
れ
て
い

る
と
聞
く
。
多
く
の
市
民
が
利

用
す
る
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
に
も
積
極

的
に
設
置
を
要
請
す
べ
き
と
考

え
る
。見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
現
在
の
と
こ
ろ
Ｊ
Ｒ
か

ら
の
整
備
計
画
は
示
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
車
両
の
規
格

の
統
一
化
な
ど
が
進
ん
で
お
り

三
鷹
駅
に
も
早
期
に
設
置
さ
れ

る
よ
う
要
請
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
緑
地
の
多
い
三
鷹
市
は

「
夜
間
帰
宅
時
に
道
路
が
暗
い
、

死
角
が
多
い
」
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
夜
間
通
行
の
安

全
確
保
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　
街
路
灯
の
照
度
ア
ッ
プ

や
街
路
樹
の
剪
定
な
ど
を
進
め

て
き
た
。
今
後
も
市
民
と
協
働

で
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
子
育
て
支

援
施
策
に
つ
い
て

議
員　
い
わ
ゆ
る
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
と
言
わ
れ
る
世
帯
は
ど
の

程
度
存
在
す
る
の
か
。
本
市
に

お
け
る
実
態
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
個
人
の
給
与
収
入
額
が

200
万
円
以
下
の
方
が
14
・
７
％

を
占
め
て
い
る
。
世
帯
や
詳
細

に
つ
い
て
の
把
握
は
難
し
い
。

議
員　
個
人
市
民
税
の
落
ち
込

み
の
原
因
は
、
勤
労
世
帯
の
雇

用
や
賃
金
の
状
況
が
影
響
す
る

と
言
わ
れ
る
。
現
況
を
伺
う
。

市
長　
本
市
の
納
税
義
務
者
の

８
割
を
給
与
所
得
者
が
占
め
、

平
成
22
年
度
の
平
均
給
与
額
は

対
前
年
度
比
で
16
万
３
千
円
、

3.0
％
の
減
収
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　
通
勤
時
の
バ
ス
交
通
の

整
備
が
課
題
だ
。
市
民
の
要
望

を
将
来
的
か
つ
総
合
的
な
交
通

整
備
に
役
立
た
せ
る
べ
き
だ
。

都
市
整
備
部
長　
市
が
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
を
十
分

踏
ま
え
、
誰
も
が
移
動
し
や
す

い
交
通
体
系
を
目
指
し
て
整
備

指
針
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
生
活
が
厳
し
い
低
所
得

者
で
近
親
者
が
身
近
に
居
な
い

よ
う
な「
孤
立
化
」の
状
態
が
長

引
け
ば
、
死
に
至
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
勤
労
世
帯
の
一
人
暮
ら

し
の
実
態
の
把
握
が
必
要
だ
。

市
長　
統
計
は
な
い
が
、
市
長

と
語
り
合
う
会
で
直
接
話
を
聞

く
な
ど
把
握
に
努
め
て
い
る
。

議
員　
増
え
続
け
る
マ
ン
シ
ョ

ン
が
子
育
て
勤
労
世
帯
を
増
加

さ
せ
待
機
児
童
を
増
加
さ
せ
る

と
指
摘
さ
れ
る
。
一
定
規
模
以

上
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
で
は
、

事
業
者
に
保
育
施
設
設
置
の
義

務
化
を
促
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。現
実
的
に
可
能
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長　
法
制
度
上
で

は
義
務
化
は
困
難
で
あ
り
、
将

来
的
な
課
題
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
「
勤
労
者
が
住
み
や
す

い
ま
ち
」
に
つ
い
て
将
来
像
を

持
つ
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
。

市
長　
勤
労
者
だ
け
で
な
く
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
に
評
価
さ
れ

る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
市
政
運
営
が

一
層
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

議
員　
現
状
の
歴
史
教
育
は
十

分
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
反
省

の
上
に
立
っ
て
教
育
基
本
法
の

改
正
が
行
わ
れ
、
新
学
習
指
導

要
領
が
作
成
さ
れ
た
。
今
回
の

改
正
趣
旨
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う

努
め
る
べ
き
だ
。所
見
を
伺
う
。

教
育
部
長　
市
民
対
象
に
新
学

習
指
導
要
領
の
基
本
的
考
え
方

等
の
説
明
会
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　
市
で
使
用
し
て
い
る
歴

史
教
科
書
に
は
、
日
本
人
で
あ

れ
ば
当
然
知
っ
て
い
る
べ
き
歴

史
上
の
重
要
人
物
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
な
い
。理
由
を
伺
う
。

教
育
部
長　
そ
の
人
物
に
つ
い

て
学
ぶ
と
い
う
よ
り
、
人
物
の

活
動
し
た
時
代
背
景
と
地
域
と

を
関
連
さ
せ
な
が
ら
各
時
代
の

特
色
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

議
員　
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
の
ル
ー
ツ
と
し
て
古

事
記
・
日
本
書
紀
の
神
話
や
伝

承
を
し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。現
状
を
伺
う
。

教
育
部
長　
神
話
・
伝
承
等
の 

学
習
を
通
し
て
当
時
の
人
々
の

信
仰
や
も
の
の
見
方
等
に
気
付

か
せ
る
よ
う
留
意
し
て
い
る
。

議
員　
教
科
書
採
択
に
当
た
っ

て
は
、
地
域
住
民
の
参
加
機
会

を
増
や
す
な
ど
、
よ
り
広
い
視

野
で
の
意
見
聴
取
が
必
要
だ
。

教
育
部
長　
本
市
で
は
多
く
の

意
見
を
踏
ま
え
た
教
科
書
採
択

が
行
わ
れ
て
き
た
と
考
え
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
現
代
社
会

の
混
迷
状
況
に
つ
い
て
の
時
代

認
識
と
教
育
に
つ
い
て
の
基
本

的
見
解
に
つ
い
て

議
員　
選
挙
公
報
を
全
戸
配
布

に
変
更
し
た
こ
と
で
の
投
票
率

へ
の
影
響
等
の
効
果
を
伺
う
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
有

権
者
の
投
票
意
識
の
向
上
に
つ

な
が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
集
合
住
宅
等
で
は
、
チ

ラ
シ
同
様
に
選
挙
公
報
の
配
布

を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

投
票
所
入
場
整
理
券
と
公
報
を

同
封
し
郵
送
し
て
は
ど
う
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
告

示
後
に
入
場
券
を
一
日
で
も
早

く
郵
送
す
る
た
め
に
は
、
公
報

の
印
刷
や
封
入
作
業
の
時
間
を

考
慮
す
る
と
非
常
に
難
し
い
。

議
員　
視
覚
障
が
い
者
へ
の
音

声
に
よ
る
公
報
に
は
、
Ｃ
Ｄ
版

や
音
声
コ
ー
ド
版
も
必
要
だ
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
関

係
者
の
要
望
に
対
応
し
た
い
。

議
員　
投
票
所
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
で
は
、
①
全
投
票
所
に
手
話

通
訳
者
を
配
置
し
て
ほ
し
い
②

　
公
明
党
　
赤
松
　
大
一
　
議
員

有
権
者
の
利
便
性
を
高
め

投
票
率
の
向
上
に
努
め
よ

　
政
新
ク
ラ
ブ
　
吉
野
　
和
之
　
議
員

先
人
た
ち
を
尊
崇
し

そ
こ
か
ら
学
ぶ
心
を

議
員　
自
転
車
の
信
号
無
視
や

一
時
停
止
違
反
等
の
危
険
運
転

に
よ
り
、
歩
行
者
等
に
危
害
が

及
ぶ
事
例
が
頻
発
し
て
い
る
。

警
察
の
取
り
締
ま
り
へ
の
連
携

強
化
や
、強
制
力
の
あ
る
指
導
・

教
育
の
仕
組
み
が
必
要
だ
。

第
一
副
市
長　
警
察
と
十
分
協

議
し
、
市
が
さ
ら
に
踏
み
込
ん

だ
協
力
関
係
が
で
き
な
い
か
、

ぜ
ひ
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

議
員　
実
効
性
の
あ
る
交
通
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

講
習
会
等
の
実
施
が
必
要
だ
。

市
長　
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
適

切
に
守
ら
せ
る
対
策
を
打
つ
。

議
員　
マ
ナ
ー
違
反
の
自
転
車

に
適
時
適
切
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

を
科
し
、事
故
を
防
ぐ
べ
き
だ
。

都
市
整
備
部
技
監　
警
察
官
の

街
頭
指
導
の
強
化
と
法
の
適
正

運
用
を
警
察
に
要
請
し
た
い
。

議
員　
市
の「
青
パ
ト
」を
活
用

し
て
、
自
転
車
マ
ナ
ー
向
上
の

広
報
活
動
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

市
長　
パ
ト
ロ
ー
ル
中
、
自
転

車
の
危
険
運
転
を
確
認
し
た
場

合
は
注
意
喚
起
に
努
め
た
い
。

議
員　
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
や
「
ち
ょ

こ
っ
と
共
済
」、自
転
車
保
険
の

加
入
に
つ
い
て
、周
知
を
図
れ
。

都
市
整
備
部
技
監　
講
習
会
等

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
、
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
た
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
」

の
導
入
を
検
討
す
べ
き
だ
。

都
市
整
備
部
技
監　
事
例
の
検

証
等
、
調
査
・
研
究
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
地
域
活
性

化
新
規
施
策
に
つ
い
て

　
公
明
党
　
寺
井
　
均
　
議
員

自
転
車
マ
ナ
ー
日
本
一
の

実
現
を
目
指
せ

議
員　
市
の
西
部
エ
リ
ア
、
特

に
井
口
、深
大
寺
地
域
で
は「
交

番
や
派
出
所
が
少
な
い
」
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
交
番

な
ど
の
増
設
に
よ
り
犯
罪
の
抑

制
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も

に
、
警
察
官
が
身
近
に
い
る
こ

と
に
よ
り
市
民
の
不
安
解
消
に

有
効
と
考
え
る
。所
見
を
伺
う
。

市
長　
今
後
も
東
京
都
に
交
番

な
ど
の
増
設
や
機
能
拡
充
を
強

く
要
請
す
る
と
と
も
に
、
安
全

　
公
明
党
　
粕
谷
　
稔
　
議
員

安
全
・
安
心
施
策
の
充
実
で

市
民
の
不
安
解
消
に
努
め
よ

議
員　
議
会
に
よ
る
行
政
の
監

視
機
能
強
化
や
政
策
提
案
能
力

の
充
実
等
、
抜
本
的
で
大
胆
な

議
会
改
革
を
実
現
す
る
た
め
、

議
会
一
丸
で
の
取
り
組
み
と
行

政
の
理
解
・
協
力
が
必
要
だ
。

例
え
ば
「
通
年
議
会
」
等
を
導

入
し
て
、
議
会
と
行
政
が
十
分

連
携
し
な
が
ら
、
恒
常
的
に
財

政
等
の
課
題
に
つ
い
て
お
互
い

研
究
を
深
め
る
べ
き
だ
と
考
え

る
。
行
政
側
の
対
応
を
伺
う
。

市
長　
議
会
で
の
取
り
組
み
を

尊
重
し
、最
大
限
協
力
し
た
い
。

議
員　
公
会
計
制
度
へ
の
複
式

簿
記
・
発
生
主
義
の
導
入
と
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
作
成
は
、
塩
漬

け
土
地
や
隠
れ
借
金
の
あ
ぶ
り

出
し
等
に
効
果
的
だ
。
資
産
・

負
債
の
適
正
な
管
理
・
運
用
の

た
め
、
先
進
事
例
を
参
考
に
公

会
計
制
度
改
革
を
推
進
せ
よ
。

企
画
部
長　
コ
ス
ト
の
「
見
え

る
化
」の
た
め
、積
極
的
な
財
務

情
報
の
公
開
に
一
層
努
め
る
。

議
員　
き
め
細
か
く
着
実
な
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、
①
事
務

事
業
総
点
検
運
動
を
拡
充
せ
よ

②
事
業
評
価
を
発
展
さ
せ
よ
。

企
画
部
長　
①
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
確
保
し
た
民
間
活
用
等
を
検

討
し
て
い
く
②
事
業
評
価
と
予

算
編
成
の
連
動
強
化
を
図
る
。

議
員　
公
的
不
動
産
の
戦
略
的

な
管
理
運
営
を
行
う
Ｐ
Ｒ
Ｅ

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
ア
ル
エ
ス
テ

ー
ト
）
の
手
法
に
つ
い
て
、

「
想
像
力
」
と
「
創
造
力
」
を

発
揮
し
、活
用
の
拡
充
を
図
れ
。

市
長　
第
４
次
基
本
計
画
に
お

　
公
明
党
　
緒
方
　
一
郎
　
議
員

二
元
代
表
制
を
追
求
し

議
会
と
行
政
が
切
磋
琢
磨
を

議
員　
政
府
・
与
党
社
会
保
障

改
革
検
討
本
部
は
、
社
会
保
障

と
税
の
「
共
通
番
号
制
度
」
に

つ
い
て
、
２
０
１
４
年
６
月
に

全
国
民
に「
番
号
」を
配
布
し
、

２
０
１
５
年
１
月
か
ら
段
階
的

に
利
用
を
開
始
す
る
と
し
た
基

本
方
針
を
決
定
し
た
。
共
通
番

号
制
度
は
、
国
や
自
治
体
が
国

民
一
人
ひ
と
り
の
納
税
や
年
金

等
に
関
す
る
情
報
を
一
元
管
理

す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
が
受

け
ら
れ
る
公
的
な
社
会
保
障
給

付
や
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
迅

民
主
党
　
浦
野
　
英
樹
　
議
員

「
共
通
番
号
制
度
」
の

メ
リ
ッ
ト
を
十
分
周
知
せ
よ

（
６
面
へ
続
く
）

ＪＲ三鷹駅のホーム

い
て
重
要
な
政
策
課
題
に
位
置

付
け
、今
後
取
り
組
ん
で
い
く
。

民
主
党
　
岩
見
　
大
三
　
議
員

勤
労
者
が
住
み
や
す
く

住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
を


